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　　　　　　此頃小望遠鏡で面弱い星　　　　N　K　生
○白島座x　長遇期攣光星
　赤玉19時47．5分　赤緯北32。43’
　玉686年：Kirch　it　）vヒの獲見けこ星で長週期星の好標本で．ある。　霊光CM・2馨から
132等までsあるから極大時に匡肉眼で容易［Z．aえる様になるが樋小時にに4吋でも
見えなくなろ。週1切に4060で今年の極大K／x一ヴアド推算によるt11月11日で4等乃
至五等の肉眼星tして認め得るにすである。位置1工比較的分かり易い所にあるが極小
時には順調の星の多い所である爲に探しにくいo
ON．　G．　C．6960　星雲
　赤経20畔42．4分　赤緯北300．26’
　白鳥座52（∈の南の5等星）の南北に延びて居る有名な白鳥座綱欺星雲の一つで北側
のものほ先が光って居る。空の明ろい都門でlz［見えないが田舎なれば3吋30倍で極く
薄い星雲Sして見えろ。10吋でも始めて見7こ人ば氣がつきにくい位であるが星の間に
綱点りヴエィルの様な星雲が立派に見えろ。島の星雲の東西の呼数の著しい差に注意
されよo
ON．　G．　C．6992
　赤経20時53．1分　赤緯北31。23’
　G960の東2度絵の所にあって全長1エー度雫もあって曲って居る。2吋8倍の望事鏡
で立派に見え．るが輝いすこものでほアよい03吋でも30’f9で充分見えろ。　IO吋だ亡随分複
me［：見え．る。鮮細な黙が見える黙でほオ、）オン星雲に次ぐものである06960　t　6992　tl
向ひ合って居りwハーセルの獲見しずこものである。　一戸氏著星圖参照
○繭星雲Coco（m　nebula　白鳥座
　赤縫21時51．2．赤緯46。42’
　・白書座πの少し南にある赤経1αの星雲でエスu’ンEspinが嚢見しすごN・G・C・にない
星雲でDreyer　Suc・nd工ndex　Cata］。gue　5ユ46as　S呼ばれる。燕の星雲の西に暗黒星雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　む　　　むによる長い暗い星の無い溝が見えろ。此れは2吋8倍の望蓮鏡で著しく見える05吋
30或1エ4吋50倍で容易に此の星雲が見つかる。此の星雲の廻職工少しく暗く星が無く
其の爲に星雲にかなりよく見える。星雲の刺こBD十46。3774及び3475及び二三の小
星が見え星雲内部の敷箇のさけ目が見えろ03吋でも可なりよく見えろ此の星雲が多
年瀬見されなかつす二．のに不思議に思ばれるo
OM　78　N．　G，　C．7654　星團
　赤経23時2α7分　赤緯北61。9’
　カシォベィアのαβなチフエウスの方に爾星の問だけ延し．7：所［：ある密集星團で1吋
で見える。形にスシスT・∫・Smythが書いた如くWの形で星に小さいから3吋でit
小敷しか見えnが10吋で［tdiめて美事な星團であろ。カシナペイァ座に入って居る圖
もあろが通常52M　Cephel亡呼lthろo
ON・G．　C．7789　H　VI　30　星團
　赤経23時53．0分　赤緯56。17’
　カシォペイァ座ρσの中間にあり1吋でよく見える。点々立派な星雨で星も比較的大
音く数が多い03rサでに80倍位がよいo
Oカシオペイア座κ
　此の星な中心Sして星が多い。北餓こN・G・C　133及び146なろ星團がある何れも小
さい0
0N・G．　c．225
　赤経0時38．7分　赤緯北61。21’
　比較的大きな星の群で語数も少なく淋しい群であるγκの中途にある。
ON・G・C・457　HV工142、星団
　赤糸肇1時14．0　　赤緯57。　5Y
　5等星のφのnpにある美しい星團で星ば大きく美事である1吋でも見えろが3吋
なら立派に見えろ。
OM103　NG・C・581　散開星團
　赤経工時27・9分　赤緯北60。17，
　ヵシ郭ペイア座δの東約一度の所にあり一吋でよく見えるしかし星数ば少ない02
吋3吋で仲々立派に見える。
347
ON．　G・C・654　HVII　46　星團
　赤経1時38・5分　　　赤緯オヒ61σ　29’
　小さな星團だが星羅は仲買多いo
ON，　G．　C、663　HVI　31　　星團
　赤経1時40．5分　赤緯北60。　51’
　651の一度南で密集し六星の多い星團である01吋でも見え3吋4吋で［i甚だ美し
いo
ON．　G，　C．1027　1－1　VIII　66
　赤経2時36．5　赤緯北61。12「
　比較的大きな星の散開しナこ群で美しいo
O牡羊λ　　　二重星
　赤軍璽1時53・5分　　赤緯涛ヒ230　13’
　4．7等　＝6．7等位置悉無46．。2　　」一巨離37”．5
　離れfこ重星で準星に青線色50倍で充分見える。獲見以後相野的位置に殆んご綿甲な
しo
O牡羊E　　　　漣星
　赤経2時54・6分　赤緯北21。　2’
　5．2等＝5。6ξ彗奪　　位置角　　2030　　　　　　　距離　　1・4秒
　距離itL4秒であろから3吋でば少し糧限以下で二星像がひっついて見える。良い
3吋雫なら分かれて見え絶好の試瞼星てあろ03吋牛150乃至200倍［t必要であろ。
　蓮星でばあるが位置の特別な層化の爲週期匡決定されない。
　　　　　　天罐襯灘用～《しての双眼鏡
　双眼鏡な持って居られろ方ば随分多いが此れた使用して居られろ方に少い。月he見
て火口等が案外明瞭に見えるのに驚かれろでぜう。双眼鏡で見’fこプレアデス粉鉱仲
々見事なものであろ。3倍の双眼鏡で見得ろ星雲上皇は百個近くもある。恒星につい
て匡6等星まで見えるから星数ば随分多い。攣光星槻測な望淫書で齪測を始めるE常
に双眼鏡が必要になってくる。5等乃至7等星な観測する1：　ll双眼鏡が最良であろ。
墓遠鏡でば都合が悪い。双眼鏡か使って観測し得る9，it常に数十あろ。肉眼で不二足
な感ぜられゐ方ば安気癒方法では双眼鏡が第一である。プリズム双眼鏡に高評で不適
當であろがヵ’IJレナ式が良い。偉い範圃祉見る爲に口径1吋孚3倍位のものが適當で
ある。償格1鐸0圓乃至25圓
　双眼鏡の外眼鏡屋で費って居る口径1吋15倍位の景色用望遠鏡も；有効である月の火
口、木星の衛星星雲星團幣制常の目的物に充分に見得ろ◎儂格は15圓乃至25圓位であ
る。襯量則に二使ふつもりなれば思妻艮鏡より丘ヒの方が好い。
　　　　　　観測舗より
　観測部芽會
　8月11・12日夜京大天文蔓で行［iれたが11日來會者5名12日2名であっナこ011日夜に
1t3名居獲られ午前3畦ま．ﾅペルセウス流星群魏測O12日にに岡肉の水野及び神戸の
森下爾氏聖君徹夜：してぺ）tz　teウス流星群及び諸種の天騰な観望ぜり。雨夜ピも夜笹野
快晴Eなり愉快なろ観測日和であっナこ。
　ペルセウス座流星群
　天界墓に於けろ中村要池田政晴雨氏の観測以外岡由縣津由町の山本孝二郎君及び大
阪の橿原徳三郎君より報告があっ7こ。
　魏測期聞にに概して晴天にて刀に新月に近く好都合の下に行はれナこ。
　観　測　者　　　　薇測蒔間　　　　　　日　　　　　　流星数
　中村　　　　要　　　　　　　　　3時49ラ｝　　　　　　　11．12．．@　　　　　　　　　　64
　皐也田　　政”青　　　　　　　　工　　15　　　　　　　　　ユ2．　　　　　　　　　　　　　　ユ2
　橿原徳三駆　　　　6　20　　　　　12．13．14．16．　　　36
　山本孝二頁「‘　　　　　　　　1　　25　　　　　　　　　ユ2．　　　　　　　　　　　　　26
　中名の観測者の時間はユ2畦49分で甜錐しブこ流星li132箇である。其の中でペルセウス
流星群に壊すうもの［1約SO個で過牛敷な止めて居る。詑錐けこ流星以外不熟練及び不
正確等の理由で記目しなかったものば甚だ多い。
　輻射黒占に≡欠の汝pく決定され7こ。
（??）
